
米
国
の
地
域
方
言
と
社
会
方
言

ダ
ニ
エ
ル
・
ロ
ン
グ

米彗の地球方言と社会方首

こ
と
ば
に
見
ら
れ
る
様
々
な
種
類
の
一
つ
に
、
専
門
用
語
や
敬
語
、

女
性
語

。
男
性
語
と
い
っ
た

「
コ
ー
ド
」
が
あ
る
。
方
言
も
コ
ー
ド
と

い
う
概
念
に
含
ま
れ
る
が
言
語
体

‐系
の
一
部
のヽ
み
を
指
す
こ
れ
ら
と
違

っ
て
、
方
言
は
言
語
体
系
全
体
を
指
す
用
語
で
あ
り
、
そ
し
て
個
人
の

―母
語
で
も
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
「
ア
メ
リ
カ
北
東
部
英
語
の
母
語
話

者
」
や

「広
島
方
言
の
母
語
話
者
」
と
は
言
え
る
が
、
「女
性
の
母
謡

話
者
」
や

「
敬
語

の
母
轟
話
者
」
な
ど
と
は
言
え
な

い

０ロ
ン
グ

一
九

九
六
ヽ

日
本
で
い
う

「方
言
」
は
主
に
、
こ
と
ば
の
地
域
的
変
異
を
指
す
。

掘
ら
な
い
人
に
さ
や
え
ば
日
本
人
な
ら
静
し
方
か
ら
そ
の
人
は
東
北
人
か

九
州
人
か
は
分
か
る
。
欧
米
の
国
々
に
も
こ
う
し
た

「地
城
方
言
」
は

あ
る
が
、
同
じ
町
の
出
身
の
話
者
で
も
、
そ
の
話
し
方
だ
け
で
中
流
階

級
や
労
働
階
級
か
は
分
か
る
こ
と
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「社
会
方
言
」

と
呼
ば
れ
る
変
種
が
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
な
ど
で
は
、
社
会
僣
層
に
よ
る
言
語
の
違
い
以
外
に
も
、

民
族
に
よ
る
言
語
の
違
い
、
つ
ま
り
、
「民
族
方
言
」
が
あ
る
。
例
え

ば
、
同
じ
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
に
住
む
同
じ
労
働
階
級
の
人
で
も
、

自
人
と
黒
人
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
で
暮
ら
し
て
い
る

場
合
が
多
い
た
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
話
し
方
が
異
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
潤
で
使
わ
れ
る

「黒
人
俗
英
語
」
は
最
も

よ
く
嶺
究
さ
れ
て
い
る
民
族
方
言
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
外
に
も
、
ヒ
ス

パ
ニ
ッ
ク
、
ユ
ダ
ヤ
系
、
ア
ジ
ア
系
な
ど
の
様
々
な
民
族
の
英
語
の
特

徴
も
指
摘
さ
れ
て
い
る

ロ^
ン
グ

一
九
九
こ
。

こ
の
よ
う
な
民
族
の
違
い
に
よ
る
方
言
の
差
は
日
本
語
に
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。
朝
鮮
半
島
や
中
国
、
ア
イ
ヌ
、
欧
米
の
先
祖
を
持
つ
人
で
、

日
本
語
を
母
語
と
し
て
い
る
人
は
多
い
。
最
近
、
一
喜
口語
使
用
な
ど
彼

―――-271-―――



慶篠藝暮言社会方言
ら
の
言
語
生
活
に
関
す
る
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
在
日
の

二
世
や
〓
世
の
日
本
語
を
特
徴
づ
け
る
も
の
が
あ
ま
り
な
い
た
め
、
現

在
の
段
階
で
は
民
族
方
言
は
日
本
語
に
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

べ
、
当
時
の
日
本
に
お
い
て
社
会
方
言
は
ご
く
当
た
り
前
の
現
象
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

一日
本
に
も
欧
米
と
同
じ
よ
う
な
社
会
方
言
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
現

代
の
日
本
社
会
に
お
い
て
、
収
入
や
学
歴
と
い
っ
た
要
因
に
よ
つ
て
き

ま
ざ
ま
社
会
行
動
に
違
い
が
見
ら
れ
る

（子
供
を
私
学
校
に
通
わ
せ
る
か

ど
う
か
な
ど
）
が
、
社
会
階
層
に
よ
る
こ
と
ば
の
差
は
あ
ま
り
な
い
よ

う
で
あ
る
。

そ
の

一
方
、
日
本
語
に
は
、
特
定
の
■
業
で
使
わ
れ
る
コ
ー
ド
が
専

門
用
語
な
ど
の
個
別
語
彙
、
あ
る
い
は
、
特
殊
な
言
い
回
し
に
見
ら
れ

る
。
こ
れ
も
社
会
集
団
に
よ
る
こ
と
ば
の
違
い
で
あ
る
が
、
表
現
の
違

い
に
過
ぎ
ず
、
音
韻
や
文
法
の
よ
う
な
体
系
的
な
特
徴
で
は
な
い
。
ま

た
、
こ
れ
ら
の

「集
団
語
」
は
、
親
か
ら
子
へ
と
受
け
継
げ
ら
れ
る

一

話
者
の
母
語
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
は
本
稿
で
言
っ
て
い

る
方
言
と
は
異
な
る
。

か
つ
て
の
日
本
に
も
社
会
階
層
に
よ
る
言
語
の
差
が
見
ら
れ
た
。
江

戸
時
代
に
、
上
級
武
士
と
下
級
武
士
、
商
人
、
農
民
の
そ
れ
ぞ
れ
の
使

う
こ
と
ば
に
は
相
違
が
見
ら
れ
た
。
真
田

＾
一
九
九
一
、
一
九
～
二
五
頁
）

が
挙
げ
て
い
る
大
分
県
の
例

（表
１
）
で
は
、
講
者
の
社
会
階
層
に
よ

っ
て
使
わ
れ
る
形
態
素
が
違
っ
て
い
た
様
子
が
明
確
に
表
れ
て
い
る
。

こ
の
デ
ー
タ
を
記
録
し
た
福
沢
論
吉
は

「専
ら
中
津
掲
藩
士
の
情
態
を

記
し
た
も
の
な
れ
ど
も
、
諸
藩
共
に
必
ず
大
同
小
果
に
過
ぎ
ず
」
と
述

ま
た
、
か
つ
て
の
琉
球
に
も
社
会
方
言
と
呼
べ
る
も
の
が
存
在
し
た
。

沖
縄
の
首
塁
で
は
、
社
会
階
級
に
よ
つ
て
音
韻
体
系
は
で
が
異
な
る
と

言
わ
れ
て
い
た

ｎ^
ｇ

，
辱
澤
りヽ
じ
。
二
〇
世
紀
前
半
ま
で
、
宮
古
島

で
は

「
は
い
」
と
い
う
応
答
詞
も
社
会
階
級
に
よ
っ
て
違
ち
て
い
た
「

士
族
が
目
上
の
士
族
に
は

「
ウ
ー
」
、
日
下
の
士
族
に
は

「オ
ー
」
、
平

民
に
対
し
て
は
相
手
の
年
齢
と
関
係
な
く

「
ン
」
を
使
っ
て
い
た
。　
一

方
、
平
民
か
ら
見
て
士
族
は
皆
目
上
に
あ
た
る
た
め
、
相
手
が
士
族
な

ら
そ
の
キ
齢
と
は
関
係
な
く
も
っ
と
も
丁
寧
な

「ウ
ー
」
を
使
用
し
て

い
た
。
「オ
ー
」
は
平
民
が
同
階
級
の
目
上
に
対
す
る
こ
と
ば
で
、
自

分
よ
り
下
の
も
の
に
は

「
ン
」
が
使
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
図
式
し
た

も
の
は
以
下
の
表
２
で
あ
る
●
ｇ
Ｓ
】０メ
移
ｇ
。

イ
キ
ナ

ハ
イ

イ
キ
テ
イ

よ
る
こ
と
ば
の
差

（社
会
方
言
）

ド
ダ
イ
シ
ユ
ウ
カ

ド
ヲ
シ
ュ
ウ
カ

イ
キ
ナ

ハ
リ
イ

キ
ナ

ハ
イ

キ
ナ
イ
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士
族
ハ

話
し
手

2

い
―
富
古
島
の
例
―

士
族
（上
）

一士
族
（下
）

・平
民
（上
下
）

開
き
手

ン オ ウ
l l

使
用
籠
形

士
族

上^
下
）ノ

平
民
（上
ア
／

平
民
（下
Ｔ
、

聞
き
手

〕平
民

話
し
手

米口の地域方言と社会方
=

」と
ば
の
違

現
代
の
日
本
で
も
、
「社
会
方
言
」
に
当
た
る
言
語
的
特
徴
が
報
告

さ
れ
て
い
る
。
富
山
県
五
箇
山
の
敬
語
表
現
を
側
に
取
る
と
、
お
年
寄

り
が
年
齢
の
半
分
以
下
の
青
年
に
向
か
っ
て
、
最
高
の
敬
語
を
使
い
、

年
下
の
相
手
が
故
意
の
低
い
表
現
で
答
え
る
と
い
う
待
還
表
現
行
動
が

見
ら
れ
る
。現
在
の
共
通
話
か
ら
は
妙
に
見
え
る
こ
の
散
語
行
動
で
は
、

相
手
が
自
分
よ
り
年
上
か
ど
う
か
と
い
う
相
対
的
な
地
位
で
は
な
く
、

相
手
の
家
の
社
会
的
地
位
と
い
う
絶
対
的
条
件
を
考
慮
し
、
敬
語
の
レ

ベ
ル
を
選
択
す
る
。
か
つ
て
、
こ
う
し
た
社
会
階
層
と
こ
と
ば
の
関
係

が
日
本
各
地
に
見
ら
れ
た
が
、
最
近
の
再
関
査
で
は
、
五
箇
山
か
ら
も

そ
の
姿
が
消
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
つ
た

●
〓
３
●
８
８
）ｏ

一
九
五
二
４
に
愛
知

‐
県
岡
崎
市
で
行
わ
れ
た
大
規
模
の
調
査
で
は
、

「あ
な
た
は
目
上
の
人
と
話
を
す
る
と
き
、
う
ま
く
敬
語
が
使
え
ま
す

か
」
な
ど
、
数
語
使
用
意
識
に
関
す
る
質
問
で
は
、
社
会
階
層
の
差
が

は
っ
き
り
表
れ
て
い
た
。
妻
３
で
は
、　
一
番
上
の
社
会
階
層
に
属
す
る

イ
ン
フ
オ
ー
マ
ン
ト
の
半
分
近
ぐ
が

「目
上
の
人
と
静
を
す
る
と
き
、

う
ま
く
敬
語
が
使
え
ま
す
」
と
答
え
た
の
に
対
し
、
最
も
低
い
階
層
は

一
割
溺
に
上
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
家
庭
内
で
敏
語
を
使
用
す
る
割
合

に
も
僣
層
差
が
表
れ
て
い
る

江^
川

一九
七
〓
、
〓
一ｔ
責
）。

愛
知
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
言
語
行
動
や
言
語
意
識
の
差
異
は
現
在
も

残
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
以
上
見
た
よ
う
な
沖
縄
や
大
分
．
富
山
に

見
ら
れ
た
社
会
方
言
は
今
で
は
、
消
え
て
い
る
、
あ
る
い
は
消
え
よ
う

と
し
て
い
る
。
現
在
の
日
本
語
に
お
け
る

「社
会
方
言
」
は
、
幾
族
名

称
や
待
遇
表
現

自ヽ
分
が
使
う
表
現
　
使
わ
れ
る
表
現
）
な
ど
、
語
彙
体

系
の
ご
く

一
部
の
相
違
に
過
ぎ
ず
、
言
語
体
系
そ
の
も
の
が
階
層
に
よ

っ
て
異
な
る
欧
米
の

「社
会
方
言
」
と
は
根
本
働
に
異
な
る
。
日
本
に

は
、
社
会
階
層
に
よ
つ
て
異
な
る
生
活
様
式
、
習
慣
、
価
値
観
な
ど
が

♯
在
す
る
に
し
て
も
、
欧
米
の
よ
う
に
異
な
る
社
会
階
層
の
人
が
、
異

な
る
言
語
変
種
を
用
い
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

力
の
社
会
階
層
に
よ
る
方
彗
差

さ
で
、
欧
米
の
社
会
方
言
で
は
社
会
階
層
に
よ
つ
て
言
語
の
何
が
違

↓
上

一
下

社
会
階
層

表

３

5 4 3 2 1

2014 208 312 471

目
上
に
敬
語
う
ま
く
使
え
る

3に17 340 492 43B

家
族
Л
士
で
敬
議
を
使
う
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不
変
化
の
″■
３
″

多
重
否
定

不
変
化
の
″一
３
ｆ

表
４

7“
労

働
階
層

2.5 24
ハ
Ｔ
】

」
旧
ロ

一プ
ｏ
ヽ
■

，
∽
一
一ア
ｏ
マ
モ
ｏ
お

●
●

，
こ
ヽ

ま^
う
．”
一寿
わ
〓
３

¨

●
０
一
●
０
ヽ
一̈
Ｆ
●
∽
ゴ
〓
づ

ア
ｏ
（，
ｏ
コ
ド
¨
〓
０
一
Ｏ
ｏ
Ｏ
コ
ざ

鶴

¨
標
準
語
訳

し.:際社会方言
う
の
だ
ろ
う
か
。
ア
メ
リ
ヵ
英
語
の
場
合
を
考
え
て
み
よ
う
。
ア
メ
リ

カ
南
部
の
地
方
都
市
ア
ラ
パ
マ
州
の
ア
ニ
ス
ト
ン
市

（人
口
六
万
人
）

で
自
人
話
者
の
社
会
階
層
に
よ
る
方
書
の
差
異
を
明
ら
か
に
す
る
研
究

が
あ

？
た
。
表
４
の
デ
ー
タ

＾，
由

，

８
野

Ｎ
ｅ

で
は
、
話
者
の
社

会
階
層
に
よ

つ
て
、
言
語
使
用
の
か
な
り
大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
研
究
の
面
接
調
査
で
と
っ
た
自
然
談
話
を
文
字
化
し
た
後
、
あ

る
言
語
事
象

霙
項
一―Ｉ
Ｓ
〓
Ｆ
）
に
注
遍
し
た
。
表
４
で
は

「出
現
形
」

（ト
ー
ク
ン
）
の
割
合
を
‐算
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
事

項
の
使
臓
率
を
計
っ
て
い
る
。
例
え
ば
「
二
人
称
単
歌
形
の
動
詞
の
総

数
を
数
え
た
。
中
に
は
、
標
準
語
形
の
ピ
●

，
３
雀
．，
と
方
言
語
形

の
Ｊ
ｏ
一
●
コ
．一″
一が
両
方
見
ら
れ
た
が
、
表
の
数
字
は
方
言
の
変
異
形

↑
主
営
し
の
割
合
で
あ
る
。

な
お
、
自
然
談
話
で
頻
繁
に
使
わ
れ
な
い
変
項
の
場
合
、
全
体
数
が

少
な
す
ぎ
る
た
め
、
出
現
形
の
機
合
を
算
出
し
て
も
あ
ま
り
意
味
が
な

い
。
こ
れ
ら
の
数
量
化
に
あ
た
つ
て
は
、
使
用
機
度
で
は
な
く
、
使
用

す
る
人
を
数
え
た
。以
下
の
表
５
の
デ
ー
タ
３
８
Ｌ

，
こ
罫
ツ
ｅ
は
イ
ン

タ
ビ
ユ
ー
で
一
度
で
も
こ
の
方
言
語
修
を
使―
つ
た
人
の
割
合
で
あ
る
。

表
５
　
社
会
階
層
に
よ
る
方
書
の
差
桑

（非
標
準
語
形
を
使
用
し
た
人
の
割
合
）

日
本
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
欧
米
社
会
言
語
学
の
側
に
は
、
ニ
ュ
ー
ョ

ー
タ
の
よ
う
な
夫
都
市
の
場
合
が
多
い
た
め
、
社
会
方
言
は
大
都
市
だ

け
に
見
ら
れ
る
現
象
だ
と
誤
解
さ
れ
や
す
い
。
し
か
し
、
こ
の
ア
ニ
ス

ト
ン
に
見
ら
れ
た
社
会
方
言
の
差
は
け
っ
し
て
特
殊
で
は
な
く
、
ご
く

一
般
に
見
ら
れ
る
現
象
な
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
標
準
英
語
の
文
法
と
異
な
る
、
い
わ
ゆ
る
方
言
文

法
は
、
間
違
っ
た
基
語
と
意
識
さ
れ
、
非
難
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
σ
ｏ

動
詞
の
香
定
形

″”す
．ア

が
あ
る
が
、
教
■
の
あ
る
人
は
こ
の
着
用
形

の
使
用
を
避
け
る
。
あ
ま
り
教
育
を
受
０
て
い
な
い
人
は
、
こ
れ
が
標

準
英
語
と
異
な
る
こ
と
を
知
ら
な
い
か
ら
、
そ
れ
を
億
”
続
け
る
。
あ

る
い
は
、
そ
れ
が
非
標
準
的
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
て
も
、
同
じ
低

麟人>自人

t艤 >輌鬱 -274-
IしnIく黒人,自人)0,書 >辱資、0同一形態>過去形
南構,       0議―形態>過=形、0子責>母音

二
重
モ
ダ
ル

非
現
実
的

′
一Ｆ
”ツ

完
了
形
の
ご
ｏう，

31 協

6 0 眺
Ｔ
ま
■

に
Ｅ
臀

く
ｏ
●
ヨ
置
す
一
ｏ
ｏ
Ｌ
Ｏ
”
ｙ

く
８

，
こ

”̈
Ｆ

３

″

８

Ｂ

〓

Ｆ

ｓ

ｅ
＆

す

８

一ョ

”

】
Ｌ
日
陰

一̈
２
ｏ
●

，
‘
”
〓

●
“

，
０
．０
一
ｏ
●
ｏ
い
●
一゙
ｒ
●
一

”̈

Ｆ
只
”Ｆ
”一し
ヨ
一娑
＆
〓

例

¨
標
準
語
訳



米国の地域方まと社会方蔵

い
階
級
の
仲
間
と
の
連
‐帯
感
を
保
つ
た
め
そ
れ
を
あ
え
て
贅
い
続
け

る
。
こ
の
よ
う
な
理
由
で
、　
一
般
に
は
文
法
的
変
異
は
社
会
階
層
と
の

関
連
が
深
い
。

数
年
前
の
優
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
故
徳
川
宗
賢
氏
が
ア
メ
リ
カ
の
黒

人
英
語
の
研
究
者
に
、
黒
人
英
語
の
中
に
地
域
差
が
見
ら
れ
る
か
ど
う

か
を
尋
ね
た
。
そ
の
時
の
同
時
通
訳
の
訳
で
は
貫
間
の
意
図
が
通
じ
ず
、

徳
川
は
溝
足
の
行
ぐ
回
答
が
得
ら
れ
な
か
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は

日
本
人
の
学
者
に
よ
く
閉
か
れ
る
質
問
な
の
で
、
こ
こ
で
検
討
し
て
み

た
い
。

以
下
の
表
６
の
デ
ー
タ
は
、
黒
人
と
自
人
と
の
間
に
大
き
な
差
異

が
見
ら
れ
る
語
尾
子
音
群
の
単
純
化
で
あ
る
。
こ
れ
は

″”●３
ア

や

ぼ
ｒ
ｃ，３

，
、　
ぢ
う一″
や

″い
３

，

が

〔鴇
‘
、
「Ｆ
〓
』
に
な
る
現

象
で
あ
る

（■
負
『ヽ
ヨ
彗
一
絆
Ｉ
Ｆ
”
Ｆ
８
∽
こ
８
ｔ
８
）。
非
標
準
的
な

発
音
は
、
最
後
の

くヽ

や

」ヽヽ

が
過
去
形
で
あ
る
と
い
う
重
要
な
情

報
を
含
ん
で
い
る
か
と
う
か
、
そ
し
て
後
に
続
く
音
が
母
音
か
子
音
か

と
い
う
二
つ
の
言
語
内
的
条
件
に
よ
っ
て
違
う
。
そ
し
て
、
話
者
の
地

域

〈南
部
か
北
部
）
に
よ
つ
て
も
違
う
が
、
こ
の
デ
ー
タ
か
ら
地
域
の

差
よ
り
も
人
種

（民
族
）
の
要
因
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
降
の
米
国
で
起
き
た
社
会
的
変
化
に
よ

っ
て
、
黒
人
の
中
流
階
層
が
飛
躍
的
に
拡
大
し
た
。
自
人
話
者
の
社
会

階
層
に
よ
る
言
語
の
差
が
二
〇
世
経
後
半
の
大
き
な
研
究
で
あ
っ
た
よ

う
に
、
二
一
世
紀
に
は
黒
人
英
語
の
中
に
生
し
つ
つ
あ
る
社
会
変
種
が

重
要
な
テ
ー
マ
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
（黒
人
英
語
に
お
け
る
社

た

い
。
）

英
語
に
も
聞
き
手
に
対
し
て
丁
寧
に
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
，

こ
う
し
た
丁
寧
表
現
の
用
法
や
言
語
形
式
に
多
少
の
地
域
差
も
見
ら
れ

る
。
例
え
ば
、
有
名
な
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
英
語
大
辞
典

６
ｕ
９

の

敬
称

″∽一ン

と

″ヨ
”
●
３
″
の
見
出
し
語
で
は
、
「召
し
使
い
が
ご
主

人
に
対
し
て
の
み
使
わ
れ
る
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
が
、
筆
者
の
故
郷

で
あ
る
ア
メ
リ
カ
南
部
で
は
、
こ
れ
が
ご
く

一
般
に
日
常
的
な
礼
儀
作

研
究
と
し
て
、
〓
Ｌ
●
〓

】Ｒ
りを
参
考
さ
れ

曾綺外ll署因だけではなく、

露饉内鰺要因も震奎 !―――-275-― ¨̈

′tκ構わる単縞が /t/で 鑢まる単機の機に来た場負 片方

渉臣えると筐われるが、ここではこつの/:′が瘍く0ではな
くうしうにア●/です.饉―音tO肇擁イtr.lttι は苺ぅ.

南
部
自
人

北
部
自
人

南
部
黒
人

北
都
黒
人 例

¨

表

６

子
音
辞
の
単
純
化
―

56 88 97

同

一
形
態
素

Ｏ
Ｃ
ｎ
●
”
Ｅ
〓
”
〔

後
ろ
に
子
音
が
つ
づ
く

50 76

文
法
的
に
意
味

を
も
つ
形
態
素

●
Ｃｎ００〇一
″壼扇Ｆ

あ 72 =里
:髪

素

後
ろ
に
母
音
が
う
づ
く

36 34

文
法
的
に
意
味

を
も
つ
形
態
〓

。
〓
ｌ

鮎



慶精 言社会方言
法
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
南
部
は
、
他
の
地
域
よ
り
も
応

答
表
現
に
こ
う
し
た
歌
称
を
頻
繁
に
使
い
、
し
か
も
、
そ
の
使
い
方
も

他
地
方
と
違
う
と
い
う
研
究
結
果
も
出
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
南
部
の
大
都
市
メ
ン
フ
イ
ス
市
で
六
四
〇
人
の
青
年
層
話

者
を
対
象
に
丁
寧
表
現

″

Ｆ゙

と

″
ヨ
ー
ヨ
″
の
使
用
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
が
行
わ
れ
た

６
〓一品

〓撮
〕ヽ

イ
ン
フ
オ
ー
マ
ン
ト
は
南
部

全
滅
か
ら
集
ま
つ
た
大
学
生
で
あ
つ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
南
部
で
は

こ
れ
ら
の
表
現
が
年
上
、
目
上
、
知
ら
な
い
人
な
ど
の
相
手
に
対
し
て

ご
ぐ
普
通
に
使
わ
れ
る
日
常
語
で
あ
る
。

全
イ
ン
フ
オ
ー
マ
ン
ト

自^
人
と
黒
人
）
の
う
ち
、
「相
手
が
黒
人
で

も
自
人
で
も
午
上
な
ら
■
う
」
と
答
え
た
の
―‐ょ
八
八
　
二
％
で
、
「ま

っ
た
く
重
わ
な
い
」
の
は
わ
ず
か
に
七

・
二
％
で
あ
っ
た

８
〓
一屁

も
毬
¨

，
）。
そ
し
て
、
こ
の
敬
称
は
家
庭
内
で
も
使
わ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
「自
分
の
親
に
使
う
」
あ
る
い
は

「子
供
の
時
に
親
に

使
っ
て
い
た
」
の
回
各
者
を
合
わ
せ
る
と
八
七
・
〓
％
に
達
す
る
。

な
お
、
比
較
で
き
る
南
部
以
外
の
デ
ー
タ
は
な
い
も
の
の
、　
一
般
に

は
こ
れ
ら
の
表
現
は
使
わ
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
（た
だ
ｔ
、
ビ
ジ
ネ
ス

関
係
で
謳
客
に
対
す
る
使
用
は
ア
メ
リ
カ
各
地
に
見
ら
れ
る
。）
ヽヽ

，
し
て
、

日
常
的
一な
場
面
で
返
事
を
す
る
と
き
‘
ど
に

″薔
´

，
夕

や

″●
ｐ

日
ヽ
”ヨ
″
の
よ
う
な
言
い
方
を
す
る
の
は
ア
メ
リ
カ
南
部
英
語
０
特
徴

と
言
え
る
の
で
、
地
域
方
言
に
よ
る
敬
語
の
違
い
に
当
た
る
。

民
族
方
言
の
違
い
も
こ
う
し
た
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
行
動
に
表
れ
て
い

る
。
「
両
親
に
向
か
ら
て
使
う
よ
う
に
と
し
つ
け
ら
れ
た
」
と
答
え
た

自
人
は
六
二
・
五
％
だ
つ
た
が
、
黒
人
で
は
三
七
　
二
％
に
止
ま
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
話
し
湘
手
に
よ
っ
て
は
、
黒
人
の
使
用
率
が
自
人
を

上
回
る
も
の
も
あ
っ
た
。
「牧
師
に
対
し
て
」
と
い
う
場
面
で
は
、
敬

称
を
使
う
と
答
え
た
黒
人
は
八
七

・
三
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
自
人

は
八
四

ヽ
二
％
で
あ
つ
た
。
四
０
歳
台
で
は
、
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
更
に

広
が
り
、
黒
人
は
自
人
の
倍
近
く
な
つ
て
い
る
。
表
７
を
見
て
み
よ

つヽ
′
（０
コ
３̈●
一０
””
ωωι
〓
）。

表
７
　
一牧
師
に
向
か
っ
て
使
っ
て
い
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
●
Ｉ
叉
笙
こ

ア
メ
リ
ウ
英
語
に
お
い
て

「標
準
語
」
と
は
、
「威
信
を
も
つ
言
語

形
式
」
Ｃ
８
〓
憾

ａ
３
３́

（発
青
、
語
彙
、
文
法
事
項
）
と
結
び
つ
い
て

い
る
よ
り
も
、
「非
難
さ
れ
る
言
語
形
式
」
Ｆ
一”
ヨ
〓
Ｎ＆
ざ
ヨ
こ

と
結

び
つ
い
て
い
る
と
考
え
た
方
が
良
さ
そ
う
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
「
一

う
い
う
喋
り
か
た
を
す
れ
ば
標
準
米
語
に
な
る
」
と
い
う
よ
り
も
、

「
こ
う
い
う
喋
り
か
た
を
通
け
た
ら
標
準
米
語
に
な
る
」
と
い
う
見
方

が
適
切
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
言
語
変
項
に
よ
っ
て
、
か
な
り
非
難
さ
れ
る
も
‐
の
と
そ
れ
ほ

ど
非
難
さ
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
よ
く
非
雌
さ
れ
る
も
の
に
は
例
え
ば
、

「多
重
否
定
」
０

，０

，
■
・一
３

８
，
３
）、
「過
去
分
詞
と
し
て
の
過

去
形
の
使
用
」

Ｆ^
ｏ
ａ
〓
Ｆ

，
３
「こ
、
「非
標
準
的
主
語

・
馳
嗣
の
一

白

人

黒
人

鵬
％

・８
～
”
歳

餓 7 は 2
∞
歳
台

イ
^0

“
歳
台

873
全
　
体

―――-276-―――



米露の地域方言と社会方ま
項

華8 米国の方書における言語変露と「非難」のIU係

母音・語彙

非筆されがち

(more s● 帥 atレed)

民族方言

社会方言

それほと非難されない

Oess stlgmalzeO)  地域方言

致
」

〓^
ｃ
〓
３

，
ｃ【９

が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
地
域
を
問
わ

ず
、
全
国
的
に
分
布
す
る
が
、　
一
般
人
に
と
つ
て
こ
れ
ら
は

「方
言
」

と
い
う
よ
り

「間
違
っ
た
英
語
」
と
い
う
ふ
う
に
み
ら
れ
、
常
に
非
難

の
的
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
非
標
準
的
言
語
形
式
を
使
用
す

る
人
は

「教
養
の
な
い
人
」
と
思
わ
れ
る
の
で
、
社
会
階
層
が
高
け
れ

ば
高
い
ほ
ど
こ
れ
ら
を
避
け
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
こ
れ

ら
は
社
会
階
層
の
低
い
人
が
使
う
も
の
と
い
う
固
定
観
念
が
で
き
、
桂

会
方
言
の
特
徴
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

黒
人
英
語
も
た
び
た
び
非
難
の
対
象
に
な
る
が
、
様
々
の
特
徴
の
中

で
は
、
と
り
わ
け
文
法
事
項
が
よ
く

「間
違
っ
た
英
語
」
と
し
て
話
題

に
な
る
。
教
奏
の
あ
る
黒
人
も
発
音
を
必
ず
し
も
自
人
的
な
標
準
英
語

発
音
に
変
え
よ
う
と
は
限
ら
な
い
が
、
黒
人
俗
英
語
の
象
徴
と
も
言
え

る
０
●
動
詞
の
省
略
な
ど
、
標
準
語
と
異
な
る
文
法
事
項
を
避
け
る
強

い
傾
向
が
か
れ
ら
の
間
で
見
ら
れ
る
。

一
方
、
音
声
面
の
特
徴
は
、
間
違

っ
た
英
語
で
は
な
く
、
単
な
る

「地
域
の
違
い
」
と
し
て
大
目
に
見
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る

（特
に
母
音
の

発
書
に
お
い
て
）。
し
た
が
つ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
国
語

（英
語
）
教
育
で

は
、
「間
違
っ
た
文
法
」
を
取
り
上
げ
そ
れ
ら
を
さ
け
る
べ
き
だ
ど
教

え
る
が
、
「
正
し
い
英
語
の
発
昔
」
を
教
え
る
こ
と
は
は

一
般
的
で
は

な
い
。
（■
９
「ヽヽ
ヨ
〓
一
ｏ
ｏ，一一一一一”
０
∽一，

】３
一
、
特
に
第
５
華

”
ｏ”
一３
Ｌ

Ｏ
■
８
●
Ｆ
ｏ工

，３

●
一Ｊ
き

，
２
８

，
を
参
照
さ
れ
た
い
。）
ア
メ
リ
カ
英

語
に
お
け
る
一言
語
変
項
と

「非
難
度
」
、
お
よ
び
方
言
の
種
類
と
の
関

係
を
表
８
で
示
し
た
。

方
言
文
法
を

「
間
違
っ
た
英
語
」
と
見
る
ア
メ
リ
カ
に
比
べ
、
日
本

の
方
言
に
対
す
る
認
識
の
方
が
む
し
ろ
健
全
だ
と
言
え
る
。
戦
前
の
自

-277-



本
で
は
、
方
言
は

「崩
れ
た
日
本
語
」
な
ど
と
非
難
さ
れ
て
い
た
が
、

現
在
、方
言
は
単
に
地
方
で
使
わ
れ
る
文
法
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
る
。

偶
え
ば
、
爛
西
弁
の

「行
か
へ
ん
」
は
、
標
準
語
と
し
て
は
お
か
し
く

思
わ
れ
る
が
、
「間
違

っ
た
日
本
語
」
だ
と
は
考
え
ら
れ
て
は
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
、
二
つ
の
社
会
の
言
語
認
識
の
違
い
の
背
景
に
は
、
比
較

的
近
い
過
去
に
日
本
語
の
標
準
語
の
基
盤
が
京
都
か
ら
東
京
へ
と
変
化

し
た
こ
と
が
関
与
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

外
国
の
学
者
か
ら
み
て
、
日
本
の
方
言
研
究
は
価
値
の
あ
る
も
の
か

ど
う
か
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
世
界
の
言
語
を
見
た
場
合
、
地
域
方
言

が
存
在
す
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
社
会
方
言
の
存
在
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
国
は
さ
ほ
ど
多
く
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
日
本
語
の
よ
う

に
社
会
方
言
が
な
い
言
語
は
け
つ
し
て
珍
し
く
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ

ま
で
、
世
界
的
に
知
ら
れ
て
い
る
方
言
研
究
で
は
、
欧
米
の
事
例
が
大

部
分
を
占
め
て
い
た
の
で
、
日
本
語
の
よ
ヶ
に
先
進
日
で
あ
り
な
が
ら
、

社
会
方
言
の
な
い
言
語
が
逆
に
貴
重
な
研
究
材
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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江
川

清

（
一
九
七
三
）
「
階
層
と
敬
舞
」
奮
現
代
の
歌
語
」
明
治
書
院
、

一
二
九
～

一
五
二
頁
）

真
田
信
治
　
（
一
九
九

一
）
「
日
本
語
の
パ
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン
」
（徳
川
宗
賢

・

真
田
信
治
燿

『新

・
方
言
学
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
世
界
思
想
社
、　
一

二
～
二
九
頁
）

ロ
ン
グ
・
ダ
ニ
エ
ル

（
一
九
九

一
）
「言
語
計
画
と
方
言

ア
メ
リ
カ
」
分
憾

川
宗
■

・
真
日
信
治
編

『新

・
方
言
学
を
学
ぶ
入
の
た
め
に
』
世
界
思

想
社
、　
一
五
二
～
一
六
二
盲
０

ロ
ン
グ
・
ダ
ニ
エ
ル

（
一
九
九
六
）
「日
本
語
方
言
と
の
比
較
か
ら
見
た
ア

メ
リ
カ
方
言
の
現
在
」
↑
↑
林‐
Ｅ

・
篠
崎
晃

一
・
大
西
拓
一
郎
編

『方
言

の
現
在
」
明
治
書
院
、　
〓
二
〇
～
一
四
四
頁
）

（０
日
〓
Ｆ
コ
●
　
東
京
都
立
大
学
助
教
授
）
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